
 

毎
年
春
に
な
る
と
、
栃
木
県
の
田

や
畑
は
美
し
い
緑
の
大
地
と
な
っ
て
私

達
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

は
栃
木
県
が
日
本
一
の
生
産
を
誇
る
ビ

ー
ル
麦
畑
。
観
光
資
源
と
し
て
売
り
出

せ
る
様
な
と
て
も
美
し
い
風
景
で
す
。 

し
か
し
、
今
か
ら
二
十
年
以
上
前
、

こ
の
大
地
は
縞
萎
縮
病
と
い
う
病
気
に

よ
っ
て
、
見
る
も
無
惨
な
姿
で
し
た
。 

今
回
は
、
こ
の
病
気
か
ら
産
地
を

救
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
■

 

黄
枯
れ
病 

我
が
国
の
ビ
ー
ル
麦
栽
培
は
明
治
初
期

に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
ビ
ー
ル
の
消
費

が
増
え
る
に
従
い
、
栽
培
面
積
も
増
大
。

す
る
と
、
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
株
が
枯
れ
、

収
穫
が
皆
無
と
な
る
「
黄
枯
れ
病
」
が
蔓

延
し
た
。
土
壌
伝
染
性
の
ウ
イ
ル
ス
病

「
大
麦
縞
萎
縮
病
」
（
以
下
縞
萎
縮
病
）

だ
。
こ
の
病
気
の
防
除
手
段
は
土
壌
消
毒

の
み
。
し
か
し
、
何
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
消

毒
す
る
の
は
不
可
能
。
ま
た
、
麦
の
収
益

以
上
に
経
費
が
か
か
る
作
業
を
行
う
も
の

は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
事
実
、
農
家
は
た

だ
黄
枯
れ
病
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
祈
る

し
か
な
か
っ
た
。 

 ■
 

木
石
港
３ 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
、
太

平
洋
戦
争
の
真
っ
只
中
、
中
国
大
陸
で

一
人
の
従
軍
兵
士
が
行
く
先
々
で
麦
を

収
集
し
て
い
た
。
彼
の
名
は
高
橋
隆
平
。

後
の
岡
山
大
学
名
誉
教
授
、
世
界
的
に

有
名
な
大
麦
遺
伝
学
者
で
あ
る
。
高
橋

は
持
ち
帰
っ
た
麦
を
大
切
に
保
存
す
る

と
と
も
に
、
様
々
な
特
性
を
調
査
し
た
。 

昭
和
三
十
九
年
、
高
橋
ら
は
中
国

湖
北
省
起
源
の
六
条
大
麦
の
中
に
縞
萎

縮
病
に
全
く
罹
ら
な
い
系
統
を
発
見
。

名
は
「
木
石
港
３
」
。
木
石
港
と
い
う

場
所
で
三
番
目
に
集
め
た
系
統
だ
っ
た
。 

 

 
■

 

闘
い
の
始
ま
り 

昭
和
二
十
九
年
、
栃
木
県
は
農
業

試
験
場
薬
師
寺
分
場
で
ビ
ー
ル
麦
の
育

種
を
開
始
。
重
要
な
育
種
目
標
の
一
つ

が
縞
萎
縮
病
抵
抗
性
品
種
の
育
成
で
あ

っ
た
が
、
当
時
は
こ
の
病
気
に
罹
ら
な

い
品
種
が
な
い
た
め
、
病
気
の
程
度
が

軽
い
品
種
を
交
配
し
て
少
し
で
も
強
い

品
種
を
創
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。 

昭
和
四
十
年
、
運
良
く
木
石
港
３

の
発
見
に
よ
り
本
格
的
な
抵
抗
性
育
種

が
始
ま
っ
た
。
だ
が
木
石
港
３
は
、
倒

伏
し
や
す
く
収
量
も
極
め
て
低
い
、
そ

し
て
醸
造
品
質
も
劣
悪
。
ビ
ー
ル
麦
の

母
本
と
し
て
は
最
低
極
ま
り
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
の
表
情
は
明
る
か
っ
た
。

「
木
石
港
３
の
持
っ
て
い
る
抵
抗
性
遺

伝
子
だ
け
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
の
だ
」
。

一
日
も
早
い
品
種
育
成
の
た
め
に
増
田

澄
夫
、
川
口
數
美
ら
は
知
恵
を
出
し
合

っ
た
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
戻
交

雑
の
駆
使
や
世
代
促
進
栽
培
技
術
の
活

用
、
そ
し
て
選
抜
や
検
定
方
法
な
ど
育

種
法
を
改
善
し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

抵
抗
性
育
種
の
流
れ
を
創
り
あ
げ
た
。 

昭
和
四
十
年
代
末
に
は
、
栽
培
性

の
良
好
な
系
統
を
育
成
。
だ
が
「
麦
安

楽
死
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
様
に
ビ
ー

ル
麦
の
栽
培
が
激
減
。
ま
た
、
画
期
的

な
高
品
質
品
種
「
あ
ま
ぎ
二
条
」
「
は

る
な
二
条
」
が
育
成
さ
れ
高
品
質
の
時

代
に
入
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
系
統
の

醸
造
品
質
で
は
時
代
の
要
望
に
そ
ぐ
わ

ず
、
品
種
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

近
づ
い
た
抵
抗
性
品
種
へ
の
道
が
ま
た

遠
の
い
た
。 

し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
、
野
中
舜

二
、
山
野
昌
敏
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

系
統
を
母
本
と
し
て
、
後
の
抵
抗
性
品

種
の
交
配
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
緑
の
大
地 

～ 

世
界
初
大
麦
縞
萎
縮
病
抵
抗
性
ビ
ー
ル
麦
「
ミ
サ
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
育
成 

～ 

世界初の縞萎縮病抵抗性ビール麦品種ミサトゴールデン（左）、
中央および右は縞萎縮病に罹ったあまぎ二条とはるな二条 



 

 
■

 

黄
色
く
枯
れ
た
大
地 

昭
和
四
十
九
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
現
在
の
栃
木
分
場
に
移
っ
た
。
そ
の

頃
か
ら
水
田
転
作
に
よ
る
麦
作
振
興
で

ビ
ー
ル
麦
の
栽
培
が
急
増
。
再
び
縞
萎

縮
病
が
猛
威
を
振
る
い
出
し
た
。
特
に

品
質
の
優
れ
る
あ
ま
ぎ
二
条
や
は
る
な

二
条
は
縞
萎
縮
病
に
弱
く
、
産
地
の
畑

は
一
面
黄
色
く
枯
れ
た
大
地
と
化
し
た
。

栃
木
分
場
で
は
、
抵
抗
性
の
な
い
高
品

質
系
統
や
原
種
生
産
の
た
め
に
毎
年
百

五
十
ア
ー
ル
の
畑
を
Ｄ
Ｄ
潅
注
・
ポ
リ

被
覆
し
て
土
壌
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
費
用
と
労
力
は
甚
大
で
あ
っ
た
。 

「
抵
抗
性
」
プ
ラ
ス
「
高
品
質
」
。

育
種
の
ハ
ー
ド
ル
が
更
に
高
く
な
っ
た

こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
は
朝
早
く
か
ら
ほ

場
に
出
て
、
忙
し
い
時
期
に
は
明
か
り

を
灯
し
て
暗
闇
の
中
作
業
を
続
け
た
。

年
間
三
万
以
上
の
系
統
の
検
定
・
選
抜

を
行
っ
た
。
あ
る
日
、
「
も
う
育
種
を

止
め
よ
う
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。 

そ
の
時
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
長
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
た
藤
井

敏
男
が
黄
色
い
畑
を
見
な
が
ら
メ
ン
バ

ー
に
言
っ
た
。
「
作
り
方
を
勉
強
し
な

い
で
収
量
が
上
が
ら
な
い
の
は
農
家
が

悪
い
。
し
か
し
、
縞
萎
縮
病
は
農
家
が

い
く
ら
努
力
し
て
も
太
刀
打
ち
で
き
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
抵
抗
性
品
種
を
創
る
。

そ
れ
が
我
々
の
使
命
だ
」
。 

こ
の
一
言
に
皆
が
奮
い
立
っ
た
。

特
に
高
品
質
化
を
実
現
す
る
た
め
、
氏

原
和
人
、
関
口
忠
男
ら
品
質
改
善
担
当

は
夜
中
ま
で
必
死
に
分
析
を
続
け
た
。 

昭
和
五
十
四
年
、
や
っ
と
光
が
見

え
た
。
「
関
東
二
条
十
九
号
」
。
長
稈
で

晩
生
だ
が
縞
萎
縮
病
に
全
く
罹
ら
ず
多

収
だ
っ
た
。
時
の
リ
ー
ダ
ー
北
原
操
一

と
藤
井
は
こ
れ
で
産
地
を
救
え
る
と
思

っ
た
。
全
国
で
試
験
が
開
始
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
試
験
担
当
者
の
反
応
は

「
ノ
ー
」
。
標
準
品
種
の
あ
ま
ぎ
二
条

に
比
べ
て
、
晩
生
で
品
質
が
ま
だ
不
十

分
等
で
品
種
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
一
時
的
な
つ
な
ぎ
品
種
で
い
い
か
ら

産
地
を
守
り
た
い
」
と
い
う
思
い
は
届

か
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
間

も
な
く
、
藤
井
は
頭
を
丸
め
た
。
農
家

に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
挫
折
感
、
そ

し
て
出
直
し
の
決
意
の
現
れ
だ
っ
た
。 

  
■

 

世
界
初
抵
抗
性
品
種
誕
生 

 
 

昭
和
五
十
八
年
春
、
栃
木
県
内
で
は

縞
萎
縮
病
が
多
発
し
、
ビ
ー
ル
麦
の
契

約
数
量
確
保
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
時
、
リ
ー
ダ
ー
瀬
古
秀
文
や
藤
井

ら
は
迷
っ
て
い
た
。
早
生
・
多
収
・
高

品
質
で
抵
抗
性
の
「
栃
系
一
四
四
」
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
試
験
に
供
す
べ
き
か

ど
う
か
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
黄
色
い
畑

は
お
ろ
か
ビ
ー
ル
麦
の
栽
培
は
消
え
る
。

だ
が
十
九
号
の
二
の
舞
は
避
け
た
い
」
。

し
か
し
迷
っ
て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

八
月
に
栃
木
県
南
農
協
組
合
長
会
議
が

一
万
人
の
署
名
を
添
え
て
、
栃
系
一
四

四
の
早
期
品
種
化
を
栃
木
県
知
事
に
陳

情
し
た
の
だ
。 

同
年
秋
、
栃
系
一
四
四
は
「
関
東

二
条
二
十
二
号
」
と
し
て
奨
励
品
種
決

定
調
査
に
供
試
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ビ

ー
ル
業
界
の
協
力
で
小
規
模
醸
造
試
験

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
の

間
に
お
い
て
も
縞
萎
縮
病
は
ま
す
ま
す

猛
威
を
振
る
っ
た
。
昭
和
六
十
年
産
の

関
東
主
産
四
県
（
栃
木
、
茨
城
、
群
馬
、

埼
玉
）
で
は
、
作
付
面
積
二
万
三
千
八

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
で
発
病
。
と
り
わ
け
栃
木
県
の
被
害

は
甚
大
で
、
契
約
数
量
達
成
率
は
六
十

五
％
と
史
上
最
低
を
記
録
。
被
害
額
は

二
十
億
円
以
上
で
、
産
地
は
崩
壊
寸
前

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
一
日
も
早
い
抵
抗
性
品

種
の
育
成
が
社
会
的
な
命
題
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
状
況
に
対
し
、
行
政
も
素
早
い

対
応
を
見
せ
た
。
ビ
ー
ル
麦
の
場
合
、

品
種
と
な
っ
た
後
に
ビ
ー
ル
工
場
で
大

規
模
（
麦
で
数
十
～
数
百
ト
ン
）
に
ビ

ー
ル
を
作
り
適
否
を
調
べ
る
が
、
こ
れ

に
は
大
量
の
試
験
用
種
子
が
必
要
だ
っ

た
。
こ
の
種
子
を
確
保
す
る
た
め
、
蚕

糸
農
蚕
課
（
現
生
産
振
興
課
）
が
特
別

に
予
算
を
計
上
し
た
。
画
期
的
な
こ
の

事
は
蚕
糸
農
蚕
課
の
鈴
木
祟
之
が
東
奔

％

40

60

80

100

昭40 45 50 55 60 平元

年度（産年）

契
約
達
成
率

ミサトゴールデン
育成

ビール麦契約達成率の推移（栃木県） 

藤井と関東二条 19 号（左）、足元
は縞萎縮病に罹ったあまぎ二条 



 

西
走
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
鈴
木
は
以

前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、
抵
抗
性

品
種
に
か
け
る
夢
は
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

だ
っ
た
。
こ
れ
で
試
験
用
の
種
子
が
生

産
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

収
穫
が
近
づ
い
た
頃
、
事
件
が
起

き
た
。
種
子
用
の
畑
や
栃
木
分
場
の
畑

か
ら
関
東
二
条
二
十
二
号
が
刈
り
取
ら

れ
盗
ま
れ
た
の
だ
。
皆
、
唖
然
と
し
た

が
育
種
家
冥
利
に
尽
き
る
感
も
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
昭
和
六

十
年
秋
、
関
東
二
条
二
十
二
号
は
二
条

大
麦
農
林
十
号
「
ミ
サ
ト
ゴ
ー
ル
デ

ン
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
世
界
初
の
縞

萎
縮
病
抵
抗
性
品
種
が
誕
生
し
た
。 

 
■

 

ミ
サ
ト
に
込
め
た
願
い 

ミ
サ
ト
（
美
里
）
は
、
縞
萎
縮
病
で

黄
色
く
枯
れ
た
大
地
が
抵
抗
性
品
種
に

よ
っ
て
緑
の
美
し
い
里
に
戻
る
よ
う
に

願
い
を
込
め
て
名
付
け
た
。
現
に
こ
の

品
種
は
産
地
に
福
音
を
も
た
ら
し
た
。

栃
木
県
の
縞
萎
縮
病
発
生
面
積
率
は
昭

和
六
十
二
年
に
十
％
以
下
、
六
十
三
年

に
は
一
％
を
切
っ
た
。
美
し
い
緑
の
大

地
が
見
事
に
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
井
は
同
じ
く
縞
萎
縮
病
で
瀕

死
の
状
態
に
あ
っ
た
九
州
に
抵
抗
性
系

統
の
種
を
送
り
、
そ
の
中
か
ら
非
醸
造

用
二
条
大
麦
「
ニ
シ
ノ
チ
カ
ラ
」
、
ビ

ー
ル
麦
「
ニ
シ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」
が
育
成

さ
れ
、
同
じ
様
に
産
地
を
救
っ
た
。 

 

平
成
十
四
年
現
在
、
縞
萎
縮
病
抵
抗

性
二
条
大
麦
は
全
国
で
三
万
二
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
全
面
積
の
約
七
十
六
％
）
作

付
け
さ
れ
、
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に

緑
の
大
地
を
保
っ
て
い
る
。 

 ■
 

お
わ
り
に 

ミ
サ
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン
の
育
成
に
は

十
二
年
、
二
十
一
名
の
研
究
者
が
携
わ

っ
た
が
、
木
石
港
３
の
利
用
か
ら
は
二

十
年
、
三
十
五
名
の
研
究
者
が
係
わ
っ

て
い
る
。
育
種
は
コ
ツ
コ
ツ
と
小
さ
な

成
果
を
つ
な
ぎ
積
み
重
ね
て
い
く
も
の

で
あ
る
が
、
木
石
港
３
か
ら
始
ま
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
後
「
ミ
カ
モ

ゴ
ー
ル
デ
ン
」
「
タ
カ
ホ
ゴ
ー
ル
デ

ン
」
な
ど
の
品
種
育
成
に
貢
献
し
た
。 

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
木
石
港
３
を

保
存
し
そ
の
抵
抗
性
を
発
見
し
た
岡
山

大
学
、
信
頼
関
係
で
醸
造
試
験
を
行
っ

た
ビ
ー
ル
会
社
、
普
及
に
尽
力
し
た
行

政
、
農
業
団
体
な
ど
、
産
官
学
が
太
い

絆
で
結
ば
れ
た
結
果
、
産
ま
れ
た
。 

昭
和
六
十
一
年
、
岡
山
市
で
行
わ

れ
た
国
際
大
麦
遺
伝
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
、
「
ミ
サ
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン
の

育
成
」
は
世
界
中
か
ら
高
い
評
価
を
得

た
。
こ
の
時
発
表
を
行
っ
た
小
林
俊
一

の
も
と
に
七
十
四
歳
に
な
っ
た
高
橋
が

歩
み
寄
り
、
「
四
十
年
以
上
前
に
中
国

か
ら
持
ち
帰
っ
た
麦
を
よ
く
こ
こ
ま
で

活
用
し
て
く
れ
た
」
と
褒
め
称
え
た
。

小
林
は
遺
伝
資
源
の
重
要
性
と
育
種
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と

も
に
、
世
界
で
初
め
て
成
し
遂
げ
た
偉

業
に
胸
を
張
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

了
後
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の

研
究
者
が
続
々
と
栃
木
分
場
を
訪
れ
、

そ
の
育
種
法
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
毎
年
、

抵
抗
性
品
種
の
育
成
を
一
番
喜
び
、
産

地
を
守
っ
た
農
家
の
人
々
数
百
名
が
栃

木
分
場
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

近
年
、
栃
木
県
や
茨
城
県
で
は
木

石
港
３
由
来
の
抵
抗
性
遺
伝
子
を
冒
す

新
型
の
縞
萎
縮
病
が
発
生
し
、
再
び
産

地
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。
栃
木
分
場

で
は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
新
型
に
対
す

る
育
種
を
開
始
。
平
成
十
二
年
に
は
抵

抗
性
の
「
ス
カ
イ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
を
育

成
し
た
。
こ
の
対
応
の
早
さ
こ
そ
、
何

十
年
に
わ
た
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
で
あ
る
と
改
め
て
述
べ
た
い
。 

 

（
追
記
）
昭
和
六
十
三
年
三
月
、
ミ
サ
ト
ゴ

ー
ル
デ
ン
の
育
成
に
よ
り
、
代
表
者
十
名
が
栃

木
県
知
事
表
彰
を
受
け
た
。
ま
た
、
平
成
四
年

四
月
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
功
績
が
日
本
育

種
学
会
で
認
め
ら
れ
、
ビ
ー
ル
大
麦
育
種
グ
ル

ー
プ
と
し
て
育
種
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

［
農
業
試
験
場
］ 

［交配］昭和41年 42年 49年 60年
育成 

関東二条３号 
        

ミ
サ
ト
ゴ
ー
ル
デ
ン 

            
       南系B4641   

    F1        
            

木石港３            
     新田二条1号 

(はるな二条) 
   

       
         
         

ミサトゴールデンの系譜図 

左は縞萎縮病に罹ったビール麦、右は抵抗性品種 
ミサトゴールデン（厳寒期の生育状況） 


